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ぁ

る

。

然

し

こ

め

制

約

は
：絕
對
的
^
も
^
で
.な

熏

：&
の
：制
約
や
下
に
於
て
な
深
勞
働̂
(0
;_
用
强
化
ば
查
的 

:

ド 

.卜
#
1>
從
來
存
し
た
失
業
者'が
/
1
藤

凡

，セ

街

業

に

禅

^

收
さ
'.れ
^
^

. 

.

.

. 

- 

.

.
し

'

:

:

.

.

.

.
一 

.

.

. 

.

.

.

. 

-
'
. 

.

す
.る
方
法
は
劣
第
奢£

£
取
年
勞
働
ヵ
.の
動
鼠
取
ぁ
ー
る0
»-
民

經

濟

に

仁
 

働

黯

に

規

呔

れ
.
て

來

灰

氣

少

樂

勞

働

ヵ

の

：不
斷
の
へ
流
人
"

で
が
苓
。
£
^

I

I

 け
：i

i

:

#

 
約

.の
脊
少
年
.の
.内
幾
許
が
學
修
後
直
：ち.に
勞
働
戰
線
に
立
ち
現
は
れ
る
か
：に.か
、
つ
て
.ゐ
る

。

ぶ
^
割
合
は
就
：職
見
&

の
如
伺
に
か:1
0 

て
居
り
ホ
を
の
が
込
が
太
な
る
限
り,'
*
た
ど
べ
：•

去
に
於
け
る
出
席
數
が
少
く
と
も
、
青
少
年̂
就
業
者
數
梂
可
成̂

^
大
.さ
れ
#
る
。
. 

そ
の
出
國
家
；が
靑
少
：年

)

の
就
象
.

_
進
し
艿
革
は
歟
制
丈
务
諸
龙
策.

^
施
す
る
'農

は

'>
:こ
^

^
 

lJt
i

i

な
る
.、し
：
，.

■
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•
•
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第

一

麵

小

獨

立

營

謹

：

.
s#-
_

w

線

へ

：
の
®)
;

員

で

ぁ

馨

ゾ

画
^

.
^
^
成

等

；
に

ょ

つ

て

決

定

，さ

れ

.
た

[5
1
.定
的
な
火
さ
で
は
な.

〜

そ

の

現

^

^

は

}
•

.定
の
限
界
內
に
於
て
絕
ぇ
ず
變
化
す
る
も

§

て
ぁ
る 

,界
8

層
の
.

_
靶
な
，
の

き
«

敷

^

^

.で
ぃ
舞
に
亲
|
^
^

さ

'
る

も

の

で

ぁ

る

。

こ

の

可

動

的

募

働

人

口

を

勞

働

者

、

使

用

人

の

戰

線

に

，再

動

員

す

る

こ

と

‘に
ょ

り

、

霞

力

の

誉

增

加

し
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欲

求
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.
第
三
は
婦
人
勞
働.の
動
員
で
’ぁ
.る
10
婦
.人
勞
働
^
亦
斯
か
.る
限
#
.
の
階
曆
の
 

一
_つ
を
な
す
の
で
ぁ
る<*
0
婦
人
芨
働
は
恐
慌
時
こ
乍
常

に
減
少
し
、
好

露
’に
苒
び
澇
働
戰
線
|2
:

現
は
れ
る
_も
§

ぁ

名

。
，
普

通

考

.
へ.
る
，
と

婦

人

勞

働

.は

主

と

し
.
て
.消

費

財0:
.
業

ど

が

家

事

使

用
人
と
か
*

餘
り
景
氣
變
動
..の
影
響
を
受
け
な
，い
職
業
部
面
に
# ,

事
し
て
ゐ
る
故
、
婦
人
勞
働
^

^

の

變

動

は

少

い

や

ぅ

に

思

は

^

る

が
、’
.實
際
は
頗
る
彈
カ
性
I

も
の
で
ぁ
る
。

一
般
に
勞
働
力
が
不
足
し
て
來
I

合
、
；婦
人
勞
働
の
動
員
は
不
可
避
的
I

:

る
？
勿
、

論
そ
の
場
合
母
と
も
て
*

又
主
婦
と
し
て
の
婦
人
本
來
の
使
命
か
ら
餘
り
に
多
く
の
人
を
勞
働
戰
線
に
動
員
す
耶
き
で
は
な
パ
が
、
然

.

も

婦

人勞
働
和
そ
適
レ
奮

業

及

び
家
事
の
方
面
；に
動
員
す
or
;
.ぎ
；で

ぁ̂

.-
'
ベ

■■
\

第
四
に
就
售
者
數
を
增
加
す
る
で
^

は
^

^

的
に
费
働
カ
0 .

流
入
增
加
に
ょ
'
つ
；.て
達
：せ
ら
れ
^
:
ば
か
り
で
友
^̂
^̂

そ
へ
の..流
出
を
阻
止
す
る
こ
と
に
ょ
つ
ブ
も
達
せ
ら
れ
る
。
職
業
生
活
か
ら
離
脫
す
る
者
の

’數
は
主
£
し
て
職
業
年
齡
内
：に
：ぁ
る
人
；の
死

:
亡
者
數
と
か
變
に
ょ
る
職
養
失
者
數
と
か
、
結
；婚
.に
ょ
る
婦
人
.
.の
退
職
S

と
か
年
齢
に
：|

引

湛

者

數

象

|<>
.
て

決

摩

れ

る

。
然
し
死
•亡
の
場
合
を
別
と
す
れ
ば
、
と
れ
等
職
業
か
ら
の
離
脫
者
數
は
決
し
て
i

.的

な

も

の

ば

勞

働

‘

不

节

て
¥

場
合
に
は
、
婦
人
は
た
と
へ
結
婚
し
た
に
し
て
1

、
無
條
件
に
そ
の
職
業
を
離
る
苛
1

:

は
な
い9::

又

年

為

退

す

I

の
■

は
經
驗
に
徵
す
る
も
可
成
り
弾
力
性
奪
も
の
で
I

O

一
 

j

般
的
昌
つ
て
不
況
時
に
'は
引
S

數
は
_

加
し
，
好
況
時
に 

は
減
少
す
る
傾
向
.が
あ
る
。

'
 

:

斯
く 
i

i

f

增
f

し
て
失
業
者
數

苒
吸
收
さ
：れ
、
完
氣
雇
傭
狀
齋.に
達
し
た
後
と
雕
も
、
な
ほ
爆
加
の
可
能
性
が
あ
る
の
■で
あ
る
。
然
し
音
^
ゆ
單
K
ft
Q
.點
：の
.み
な
ら
ず
、 

更
に
質
の
“點
か
ら
し
て
も
發
働
カ
利
用
の
一
强
化
を.圖
n
得
る
。
特
に
熒
働
カ
を*-
的
に
.增
加
す
石
こ
と
ず
困
難
と
な
る
に.從
ひ
ー
、

勞

働 

,澈
取

：の
：引
上
が
問
題_

;

*0
_

_
石
0へ^:
<7
>';勞
働
能
率

廢

止
.
終
.锋
內
部
に
於
け
る
合
目
的
な
勞
働政
策
、
最
後
に
機
械
利
用
の
增
加
等
によ
t

達

せ

ら

，
れ

る

•
の
で
.

あ
り
、
こ
れ
に.よ
つF

現 

ぐ
脊
の
廣
働
九»
の
_

思
經
濟
的
柒
藤
性
を
高
め̂

S
す
:^
の
*

あ
名
^
 ̂

。

ン.
'、
：マ
一
：'ふ

- 

.
y 
 ̂

V
.第
'': 
一
v

#
;i
^
.
&
#
_
的
的
配
置
は
笛
由
經
濟
に
於̂

ば
何
等
肌
題
^

^

得̂
*
亦
っ
た
：■の
；•で
..あ
つ
て
.
今
日
の
如
く
國
家
の
'經
濟 

.t
:«
i
經

濟

：に

對

罵

1:象
.

の
：
目

的

A
SP
ち
國
隊
と
_

各
目
的
を
幾
へ
祖
ゐ
名
瘍
合
領
初
め4
^

致
す
る
か
否
か
r
間
題
と
さ
一
れ
得
る
の
有
あ
る
。
そ
れ
故
今
日
.に
於
て
は
、
こ
の
目
的
に
相
應
;^
勞
働
ガ
の
@
置
を
變
更
す
る
ど
，と
が 

:

問
題
と
さ
れ
得
る
の
で
■あ
る
。
そ
の
場
合
特
に
不
況
期
に
於
け
.る
勞
働
力
の
避
難
所
と
し
て
從
來
過
剩
に
^

^
カ
を
吸
收
し
、
使
用
し
，
 

て
ゐ
^
職
業
及
.び
營
業
1例
.；へ
ば
小
腎
商
、手
3:
業
か
.ら
:̂
0
勞
働
カ
を
生
產
財
エ
業
パ
軍
^
エ
_

へS
S

さ
^
る
€
4
:が
.必
寒
で
：あ
り
，
■-

'
 

こ
'の
轉
換
を
伲
進
す
可
き
.國
家
政
策
、
國
家
施
設
が
必
.要
で
あ
，る
。
M
に
合
目
的
的
な
勞
働
ヵ
配
置
：の
轉
換
'方
向
と
.じ
せ
農
業
部
面
ポ 

擧
げ
h
變

ホ

蓋

1>
勞
働
政
策
：の
_
杏
困
難
虼
1>
^
而
か
%
顏

緊

要

&
課
題
ば
農
篆
に
曁
富
汝
嘮
働
カ
克
補
窜
：る
ミ
と
で
あ
る
0
4 

曾
っ
て
は
農
村
人
口
はH

業
經
濟
に
對
す
る
ブ
づ
の
大
き
な
勞
撕
カ
0
貯
氷
池
を
な
し
て
ゐ
た
o
然
る
に
工
業
に
於
け
る
勞
働
需
要
#
: 

增
10
す
.る
に
從
'ひ
、
.益
々
勞
働
ヵ
.の
#.
く
は
農
村
か
ら
都
市
に
集
中
-1

た̂
/<
>
だ
が
斯
か
る
傾
向
は
國
防
經
濟
上
國
民
の
食
料
を
確
保
す 

る
爲
の
農
業
增
產
，政
策
と
矛
盾
十
る
も
，の
で
あ
る
。
農
業
に
於
け
名
增
產
.(
±
主
.と
じ
て
耕
作
の
集
約
化
に
よ
っ
て
達
せ
ら
る
。
M
か
^
 

國
防
样
濟
欲
4
.达
調
.建
の
，持
_
的
親
湘
ノ
，

: 

.

.

.
\
, 

ニ 

(

5

ー«

く
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'威
嘉
例
欲
求
螽
寧
の
，持
請
的
霖
，
‘ 

，

'

.

'

:

ごj

、
ベ
3
1
、5.

鶴

講

作

の
«

約
化
，は
肥
«
、'
機
械
等
の
生
摩
手
段6
.利
用
增
抽
0
外
に
'
'更
杧
勞
働
^

の

使

用

增

加

を

そ

，
の

前

提

と

す

る

0

從

つ

て

V . 

.

:;

•
證
一
に
#
働
力
移
動
、
卽
ち
.

I 
•つ
.の
職
場
が
.ち
他
の
•.職
場
へ
の
.移
動
は
.凡
.て
■の
錬
民
經
濟
'に
と
ウ
て
.

P

つ

、
の

不

对

避

的

な

現

象

で

‘
あ.- 

.，
る。'
 

事
實
こ
の
，移
動
は〗

.部
新
た
な
靑
少
年
勞
働
ガ
'の
.流
入
、と
老
年
勞
働
カ
^
‘流
银
.と
ー
石
ふ
や
ぅ
汝
不
可
避
的
な
原
因
か
.ら
.起
.る
：が
、

彳然し他方に

’
於
て
季
節
的
な
經
營
か
.ら
も
起
.
る
.の
で
あ
ヴ
、
.こ
'
の
#

節
的
變
帛
£

勞
働
.
カ
'を
短
期
間
雇
傭
‘す
る
、に
過
，ぎ
&

.
い
0

.
と

こ

ろ 

セ
如
何
.な

る

の

移

動

も

數

日

間

比

?

る

就

業

休

止

：を

伴

ふ

，议

か

乜

で

，
な

く

、

更

，

E

勞

働

能

率

の

低
.下
^

伴

ふ

の.で
.あ

るo

何

と

.
な 

'
れ

ば

、'新
た
に
雇
傭
さ
れ
た
勞
働
者
•、
使
用
人
は
經
驗
か
ら
S

.
つ
•
て
一
定
就
業
期
間
經
過
後
初
め
セ
完
全
.
に
，
能

率

を

發

揮
U .
得
る
か
ら 

で
あ
"
る
。
こ
の
移
動
が
不
可
.避
的
理
山
に
-±

ら
ざ
.
る
限
り
、'
そ
れ
は
可
成
り
制
限
さ
れ
得
：る
0

.
例
へ
ば
季
節
的
移
動
が
天
1

£

ょ

美

ス
 

で
は
な
く
、
惯
習
-に
ょ
る
場
合
に
は
、
.
こ
，の
_

節
的
移
動
の
緩
和
方
策
は
確
'か
に
^

.

の
移
動
を
減
少
さ
.
せ
;-
>

從
つ
.て
勞
働
能
率
を
.高
め 

.

f

。

又

勞

働

ヵ

移

動

が

減

少

，
し

、

從

業

員

が

不

軌

で

.

.あ
る
■こ

：士

が

最

高

能

*

發
揮
の
前
提
で
#

る
ば
か
ね
■
で
な
く
^

吏
：に

勞

働

新

谀

.

へ

ソ
.

勞
働
能
率
引
卫
の
第
±?

ー
の
方
法
は
*

理
論
的
.
E

K

ふ
な
ら
.ば(

勞
働
時
間
の
.延
長
で
あ
る
9

例
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慟
時
|{
!
!
が
八
露
セ
，あ
る
と
す
れ
«

、.
‘：

【

見
容
易
.に
.勞
働
時
問
の
延
長
が
な
ざ
れ
得
.る
や
ぅ
に
考
べ
ら
^

黎
0

:

^芎

•.
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.
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.

.

.

.
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‘

働
時
間
は
現
實k

.

存
ず
る
勞
働
時
間
延
長
：の
困
難
.を
見
誤
ら
t

る
危
險
が
あ
る
。
次
節
に
述
べ
る
如
く
；
.今
國
民
經
濟
に
與
.べ.：
ら

れ

，た

，同
-

:

.

-
量

，
の

生

靡

カ

^

ら
^

^

ょ

办

-̂
'

ょ

り

#く
の
物
資
を
生
靡
し$
^
.
ゃ
：
ぅ

に

生

產

カ

を

擴

充

す

：る
.方

法

は

：
ゝ
總
：
|

^

カ

：の
；̂

、
'
從

來

直

：

接
消
費
財
办
^

產
に
|

§
^

當
^

ら
れ
た
部
分
を
成
'̂
-

可
く
纸
產
財
^

振
り
向
け
る
，.こ
.
と
セ
あ
る
--
:
0
.っ
ま
り
消
費
財
產
業
.を
犧
«
と
す
る 

.
坐
產
■

'«

業
'(
0

_

張
饮
る
方
向
を
迪
.る
。
，.そ
れ
故
平
均
努
働
時
間
が
八
時
間
疼
ど
：.考
^
^
^

が

伢

は

^
.
て

€

る

樣

合

,

(

の
：
乾

業

部

面

^

於

呔

衣

勞

働

需

要

ゆ

增

_

^

^

居 

.
達

:1
>̂
居

基.,
0

#

0
X-
:努
働

：诗

亂

^

延

最

と
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_

览

次

ー

：
消

費

財

(

墓

«

部

面

^
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於

て
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暮

れ
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‘
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そ

め
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'

る
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»

產

業^:
觀

働

ヵ

の€:
你

的

的

*

轉

換

、
_

置

&

問

.題

に

.歸

さ

ー

馨
 

:

第
四
_

|

能̂
«:
ば
經
營
內
部
吃
於£
る
勞
働
紙
歡
^
頗
态
^

^
;1
>
.尤
^
る
タ
:#
況
離
ぬ
味
多
激
失̂

^
が
あ
.る
1

、
屢

ミ

能

ヵ

ン
 

■

i

が
る
發
働
者
を
さ
し
て
熟
練
を
要
せ
ざI
單
純
な
勞
働
過
程
に
無
駄
に
使
用
し
て
ゐ
た0.
こ
れ
に
對
し
完
金
雇
傭
狀
態
に
達
し'' 

.露
力
不
足
が
現
は
れ
て'，來
允
場
合
に
は
バ
經
營
内
-部
に
於
け
る
從
來
の
無
駄
な
勞
働
カ
使
用
を
節
約
す
る
爲
に
ー
勞
働
者
の
能
カ

;.
:
' 

f

才
能
に
應
ず
る
勞
働
力
の■配
置
-が
，必
要
と
'な
る
。
■例
へ
.ば
監
視
と
か
、、
掃
餘
と
か
、、
使
：

S

走
名
如
き
特
殊
技
術
を
要
せ
ざ.る
勞
働
に• 

は
批
架
勞
働
の
代*
に̂
擊
努
働
を
以
つ
で
す
る
と
か
、
又
等
し
い.能
力
を
持
つ
者
の
内
で
も*
’夫
々
の
勞
働
背
、
使
用*

<

の
才
能
に
、
 

_
じ
て
そ
.の
：持
.ち
場
を
.決
定
す
•る
必
.要
が
あ
る
o
:同
様
に
大
切
な
と
と
は
；新
た
に
流
大
し
來
ク
た
勞
働
苕
の
敎
育
と

、
能
率
賃
銀
制
の

確
立
で
あ
る
。

,• 

• 

- 

- 

/ 

_ 

— 

.

.

、勞
働
能
率
引
上
方
法
の
‘第
五
は
機
械
使
用
の
增
加
で
あ
る
，.
o
不

況

期

に

、
は

■
と
かV

勞
働
力
'
を
集
約
的
に
使
ふ
粗
放
，能
業
に
勞
働
力
は

吸
收
さ
れ
る
傾
向
が
.あ
る
。
‘
事

實

不

況

期

に

咣

立

，
つ

好

：況

期

に

：合

难

化

が

泡

は

れ

、

.
，4

が
て
そ
の
結
果
多
數
の
失
業
者
が
'不
況
期
に
現

ぐ

它

ほ

麵
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猷
隞
經
脊
犹
求
«
詉
象
の
持
練
眇
調
稗 

V
 

3陳

»'
ゴー5

は
れ
る
.の
で
あ
る
か
ら
旣
に.不
況
'期
に
は
勞
働
節
約
の
爲
に
歡
械
を
就
た
に
利
用
ず
厶
输
地
、が
な
い

0
斯
く
機
^
の
陡
用
率
が
或
^

-
-
-

■ 

. 

. 

- 

: 

■ 
.
. 

.

.

. 

' 

.

.

.

.

. 

- 

. 

.

)

；
_

-;
:
>隹
_

僅
省
'时
名
勞
- «

時
馨
省
の
：生
寵
_

_

1
^

名
':
:
9
,然

; ^
^ .

驗
1 ;

兀
叢
@ -

傭
狀
觀
&

 

\

ゾ 

:勞
働
の
坐
靡
性
を
機
械
の
利
用
に
ょ
る
技
.術
的
.合
理
化
に
ょ
ヴ
て
高
め
る
必
要
が
現
.は
れ
て
來
る
0

既
に
述
べ
た
如
く
、
ぶ
働
：?.
上
康
；
 

性
の
引
上
は
単
に
生
齑
過
程
の
，髙
度
の
技
術
化
'に
ょ
.
荅
の
み
，な
.ら
ず
*
更
に
經
營
.內
部
に
於
け
，る
合
理
的
な
勞
働
組
織
ft

ょ
つ
-
て
も
達
. 

せ
ら
れ
る
か
孰
れ
に
叱
ょ
勞
働
を
節
約
す
飞
機
械
に
よ
る
合
理
化
が
最
^

狄
定
的
で
あ
る
”
然
し
こ
の
場
合
生
產
脉
產
業
中
特
.€

機 

械
工
業
は
売
金
雇
傭
狀
態
に
办
り
、
而
か
も
そ
れ
に
必
要
な
原
料
に
も
限
ャ
が
あ
る
议
上
'*
,
斯
か
る
機
械
使
用
'に
ょ
る
へ
ロ
理
^

に
は
ム
'■

定
'の
限
界
が
あ
る
0
だ
が
斯
か
左
制
限
を
受
け•る
と
し
て
も
、
合
理
化
こ
そ
勞
働
力
不
足
に
ょ
づ
て
劃
さ
れ
た
限
界
を
乘
り
越
べ
て
坐 

糜
を
增
加
す
る
，爲
の
最
も
重
要
な
前
提
の.一.

つ
で
.あ
る
？ 

:

:

攻
._に
坐
^

カ
素
材
の
第
ニ
の
清
成
要
素
た
る
自
然
カ
の
利
用
强
化
は
如
何
に
し
，て
為
さ
れ
得
る
か
0

そ

の

場

合

吾

.
々

は

土

地

及

び

池
 

卞
埋
藏
物
ヵ
任
意
可
增
財
で
な
い
と
泛
ふ
自
然
的
事
實
に
ぶ
つ
か
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
，ほ
朱
密
カ
素
材
と
.
し
て
.§'

然
カ
の
利
用
度
を 

高
め
る
こ
と
.は
不
可
能
で
は
な
い
。 

.

，

"
.先
づ
土
地
に
就
いV 
一

K

ぺ
，ば
、
置
的
に
ば
農
業
利
敗
地
の
讓
が
可
能
で
あ
る
し
、
質
的
に
は
ナ
定
面
積
當

4
の
收
權
增
加
が
可
能' 

で
あ
る
。
勿
論
收
獲
增
加
を’企
て
る
，際
、
所
謂

土

地

收

獲

減

の

篇

が

作

用

し

て

來

る

。
然
し
.；

J
S

法
則
：

g

農
業
抜
術
水
準
俄
：不
變 

な
場
合
にr

一
 

宛
限
度
以
上
L
_增
收
を
.企
て
る
際
作
用
し
て
來
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
土
地
改
良
、
肥

^
:
.微
戒
^
、
^

新
^:
^

.

.

.

.

.

.

.
 

- 

• 

•

'

'

:

 

一
，
.
.
. 

.

.

.
-

',
..
v

>

-

...
-
.
.
- 

’

.

.

等
湯
農
業
肢
術
が
採
用
さ
れ
る
な
ち
ば
、
と
の
限
度
を
越
へ
て
增
收
が
可
能
と
な
る
。
そ

れ

故

國

防

的

觀

點

上

り

す

る

羡

業

增

鹿

太

.

tf
術
の
改
良
に
重
點
が
置
加
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
.

*,
.

農
業
の
場
合
と
同
様
、
技
術
水
準
の
引
上
5

4

.下
議
物
即
ち
鑛
物
霞
の
利
用
強
化
も
篇
で
#
る
。
轰
國
防
經
濟
に
於 

.て
ユ
、
政
治
は
緻
濟
に
對
し
.優
除
を
占
め
る
の
で
ぁ
り
、
從
つ
.て
假
令
ー
定
.の
エ
業
原
料
と
し
て
或
る
琿
の
.鑛
物
資
源
5:
.利
用
す
る
こ

- 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

メ
•

.ノ

.

.

.

.

.

.

.

.

.
:
‘
と
：於
從
來
經
濟
的
’
ぁ
^
た
拉
は
憲
へ
、
國
防
的
觀
黠
か
七
す
^

4
は
他
の
、國
|̂
:寶
撤
を
刹
用
^-
-
苓
方
が
安
全
：で
ぁ
.る
場
合
が
生
.ず
る
。 

.斯
か
る
場
合
に
は
原
料
の
代
用
§
;
處
理
方
法
め
變
更
が
要
求
さ
.れ
て
來
る
。
そ
し
て
化
學
の
發
達
"に
：ょ
り
.所
與
の
，鑛
物
資
源
を
,#
化
，
 

っ
ぎ
せ
^
氣

は

寒

ヤ

の

歡

枓

だ

合

成

-
^
得

冬

な

ら

ば

'.
-
.
'
*
一
 

定
の
.地
理
的
竝
认
に
政
治
的
に
制&

さ
れ
た
領
域
^
に
於)

け
る
自
然
力
.の
^

^
 

.

.の
酿
界
I:
;
乘
り
®'
右
ヤ
、
：.
_然
:カ
か
刹
用
を
敦
め
得
る
0

'

-

3

^

^

.

.と
こ
ろ
で
國
防
經
濟
上
食
抖
ク
厳
料
の
補
給
力
た
る
苺
然
ヵ
の
.不
足
を
输
つ
て
行
く
爲
.に
執
ら
る
可
き
諸
方
策
は
次
の
如
き
表
に
經 

.め
得
る
。
若
し
，一
國
，民
經
濟
が
遠
隔
.の
、
特
に
海
外
の
諸
國
と
の
交
易
が
遮
斷
さ
れ
、
そ
の
爲
自
然
力
の
■不
足
に
脅
が
さ
れ
る
場
合
に 

•は
、
'次
の
，七
つ
の
方
策
を
夫
々
、
或
は
同
時
に
、用
ひ
る
と
と
に
ょ
り
、
こ
.の
脅
威
を
取
t
除
き
得
.る
タ
.

一
.
輸
人
先
の
轉
換
へ
-

•

;

,
 

,

風
印 

_

ー
零
»

顯
 

、
.
;■
-
,

三
■
原
料
乃
至
處
理
方
法
の
變
更
：

• 

• 

•

ぐ

,

，ダ

.

)

：：'■
.

節
'

浸

^
 ̂

.
'へ
：
.
.
；,:
:
'
:
.
ハ

•

五

使

用

魷

限
'.

. 

•

•

..
:

■;

,

锁
防
禁
欲
求
姦
達
の
持 

I

調和：

'

、

.

.

；

：

.

一

 

五

■ 

(

s

i
 

: ■.二



.國
防
經
濟
欲
求
«

調

達

？
游

•續

的

調

和

 

t

r
ハ
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0
四

四0)

0

 
^
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.
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. 

,

第

■一
 

.
の

輸

入

先

，の

轉

換

は

脅

威

$:
'
受
け
る
或
は
々
^:
易
い
通
商
路
令
避
け
、得
る
し
、
又
政
洽
的
紛
爭
.に
際
し
敵
側
に
立
ち
易
い
供
給 

國
か
ら
中
立
維
持
の
可
能
性
あ
る
，供
給
國
忙
代
へ
得
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
前
大
戰
勃
發
以
前
は
、
英
國
は
小
麥
を
濠
洲
が
ら
、
货

*-
®
 

を
•獨
逸
、，
澳
太
利
か
ら
、
バ
タ
ー
を

1
*

ユ
ー
，ジ

ー

ラ

ン

ド

等

か

ら

輸

入

し

て

ゐ

た

o
,

然
る
に
大
戰
當
時
に
は
、
そ
の
小
麥
は
主
と
し
て 

カ
ナ
ダ
、
ア
ル
ゼ
ン"
.チ
ン
.か
ら
、，
砂
糖
は
キW
:
:丨
バ
、
デ
^
バ
か
ら
、
バ
ク
I
は
殆
ん
ど
凡
て
を
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マI

V
か
ら
輸
人 

す
る
に
至
七
、
そ
の.輸
入
先
の
轉
換
を
試
み.‘た
の
.で
あ
る
。
即
ち
濠
洲
、
ー
1
ユ
ー
デ
i
フ
ン
.ド
か
.ら
の
：輸
缓
路
は
余
り
に
遠
辭
離
な
緣
、

.

1
時
.に
：は
短
，距
離
.の
.場
合
に
較
•ベ
輕
巡
洋
總
に
i

る
通
商
路
破
壤
の
危
險
が
遙
か
に
.大
.で
.あ
る
ば
か
り
で
，な
く
、
更
に
又
斯
か
る
廣
大 

な
地
域
に
一
旦
る
通
商
路
の
確
保
は
堪
，え
難
い
；

0:
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
るo

斯
か
る
理
由
か
ら
小
麥
及
び
パ
タ
=1
:
の
兪
^

4
大
平
洋
っ
嗜 

國
の
代
り
.に
英
國
に
遙
か
に
.近
.い
.大
西
洋
岸
.の
：諸
國
に
轉
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
獨
逸
、
填
太
利
の
如
き
砂
糖
供
給
國
が
敵
國
と
が
づ
：
. 

k
.た
爲
"
砂
®
の
輸
.人
は
、
•輸
送
路
は
滿
い
が
'»
，と
れ
'$
:
キ
ユ
ー
パ
、
デ
ャ
バ
ー
に
轉
換
せ
■ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
一
あ
•る
。
m

^
に
^
て
；

.
も

英

國

啐

は

茼

間

題

热

！

权

_
.
:
今

次

#

礙

發

前

华

の

：
：
1

「

%

管

八

_

‘

^

で
、
そ
の
^
六
〇
。ハ'
1
セ
ン
'ト
が
大
西
洋
ル
ー
•ト
、
三
0
パ
ー
セ
.ン
，ト
が
地
中
海
.ル
、1
ト
を
通
^
て
輸
入
さ
れ
て
ゐ
た
。
若
，し
英
國
の 

海
制
海
權
が
獨
の
パ
ル
カ
ジ
進
出
に
次
い
で
、
次
敗
に
失
は
れ
.る
な
ら
.ば
--
'
»石
油
の
輸
入
先
を
ィ
ー
ァ
ン
の
ぃ
モ
ス
ー
ル
地
.方
私
ら
ー
へ 

擧
悴
ァ
メ
-!
;
カ
地
中
海
，
：即
ち
カ
4
ブ
海
沿
择
ゃ
メ
4
.シ
コ
、
べ
.ネ
ゾ
ェ
ラ
へ
轉
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

\

ダ
_

|

6#
既
舡
る
» -
'
袋

_
潘
#
洳
ば
鄉
籍
摘
：1-
だ
：士
雖
及
汰
地
下
.貍
滅
物
00
^

で
b

な
か
つ
.た
七
地
で
も
成
.長
.ず
知
新
植
物
と
、か
、.
或
は
旣
.に
醑
墾
さ
れ
て
ゐ
た
土
地
か
ら
も
.つ
と
多
く
の
•收
樓
を
擧
げ
：得
.る
や
ぅ
：な

新
喵
机
を
栽
培
す
各
と
か
、又
例
へ
ば
從
來
よ
り
^-
深
い
派
層
か
ら
•石
油
の
.採
取
が
•可
'能
な
新
穿
孔
方
法
が
發
明
さ
れ
る
と
か
へ
從
來
利

.
- 

. 

, 

- 

... 

• 

• 

- 

■

.
 

. 

- 

. 

.

.

.

.

.

.

.

钆
さ
队
な
い
貧
_
を
精
煉
し
得
る
や
ぅ
な
新
處
理
■方
法
が
.見
出
さ
れ
る「

と
が
す
れ
ば
*
旣
存
め
自
然
的
.限
界
は
こ
れ
を
遙
か
に
1

£

,
 

f

 

o又
旣
に
述
べ
，た
如
く
、
.自
膝
的
限
.界
を
乘
越
ぇ
得
る
可
能
性
.と
し
.て
は
觅
ば
新
原
料
の
合
成
等
が
擧
げ
ら
れ
る
。

へ
：，

i

E:
_

w

_至
，
理
-
洪
：の
^

吏
は
«.
醫

國

|

然
为

- 

i-
 

■
 
.
 

.

.

.

.
*
.
.
. 

. 

ノ
 

.

.

.

.

. 

.ノン
 

'

'

 

• 

• 

« 

• 

. 

,
.
.
’ 

- 

.

-

人
さ
れ
る
羊
毛
の
-代
り
，に
ス
フ
，が
用
ひ
ら
れ
る
と
か
、
ブ
リ
キ
鐘
^
よ
ゐ
貯
蔵
の
代
り
に
電
氣
冷
藏
に
よ
る
と
か
パ
鎔
鑛
爐
に
於
け
る

'齡
_
醫

解

^

■

把
-
性
_

證
應
れ
故
と：

業

：る
■

免

^

_

、
：
：
摩
 

畀

德

-

,
籠
の
節
約
は
勿
論
原
料
凡
至
藤
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も
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せ
ら
れ
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だ
が
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こ
で
節
約
と
云
ふ
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從
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か
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紫
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あ
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か
く
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力
不
足
に
よ
る
脅
威
を
永
續
的
に
取
除
か
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す
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も
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五
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七
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可
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な
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し
め
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過
ぎ
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。
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藏
品
は
次
胄
に
m

餘
さ
队
て

し̂

ふ
。.
ス
稀
少
な
國
内
で
生
靡
さ
れ
な
い
原
、料
に
就
い 

て
は
、
駿
品
の
囘
汷
は
Nc'
.o.
價
値
を
低
く
評
價
す
可
ぎ
で
は
■な
'い
'が
ハ
そ
れ
に
し
て
も
一
.時
的
^.
も
の
で
.あ
る
に
過
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な
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麗

類
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て
資
，木
の
調
達
.が
可
能
な
る
點
か
ら
し
て
、
た
と
，へ
他
.の
.生
新
カ
素
林
に
較
べ
資
本
の
^
足
す
る
場
合
と
雖
も
、
容
故
に
そ
の
不
均
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ば
是
芷
さ
れ
#
る
と
考
へ
る
か
為
知
•れ
な
い
。
然
し
こ
の
、考
へ
■は
次
の
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看
過
し
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資
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資
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く
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質
資
本
を
意
敗
す
•
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の
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造
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能
で
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し
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又
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あ
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狀
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約
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的
座
產
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費
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1
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_
べ
#
授
；下
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；ょ
^

_
:'
<
(0
-樂
働
»
;
^
.要
：ど
^

令

^
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.
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態
に
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、
.そ
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働
贷
の
不
足
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補
ふ
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に
、
潜
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機
械
化
を
必
要
と
し
、
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に
於
て
も
、
；..消
費
醫
業
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門
を
康
縮
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資
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甄
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財
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0
糜
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多
生
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財
產
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部
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張
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れ
右
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と
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滓
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術
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甄
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も
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定
的
友
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あ
ゥ
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篇
カ
，の
利
用
强
化
省
技
術
氷
準
の
引
土
.に
あ
る
め
セ
あ
技
、
と
；れ
等
生
淹
技
術
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引
上
.ゆ
機
械
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業

'
樣

學

甚

業

等

0:
.
生
康
財
齑
業
部
鬥
の
擴
張
.
を

要

求

す

る
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0

そ

れ

故

坐

產

カ

素

沐

の
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甩

强

化

問
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杧
進
ん
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消
費
財
產
業
め：

犠
牲
^
ょ
■る
生
產
財
！€
業
の
癍
眠
な
：洛
國
民
濰
辨
の
齑
業
構
成
0,
苒
編
_

題
に
移
ら
ざ
る
を
得
な
い
0
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三
消
費
脉
産
業
部
門
の
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湔
に
ょ
る
生
産
醬
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擴
張
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フ
^
^
^
^
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節
で
錶
べ
怒
妞
灰-:
;
'完
备
雇
傭
狀
態
^
あ
る
坐
.產
_

材
^
利
用
を
強
祁
1>
靖
そ
れ
等
素
材
の
崔
產
性
を
高
め"
，こ
：れ
杧
ょ
9
^

排
泄
さ
»

^
生
菡
-

^
補
充
す
る
爲
に
.ば
:-
>)

結

揭
—
.國

民

：經

濟

が

持
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生

蓮

1

材
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財
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張

す 

る

必

要

が

あ

る

と

，
は
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其
へ
、

決

1

て
無
條
件
に
こ
の
炭
業
部
門
の
掉
編
成
を
行
ふ
可
き
で
は
，な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
完
全
雇
傭
狀
態
に

翁

_
讓
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が
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頗
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え
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。
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濟
の
.中
心
的
諫
題
は
國
防
經
齋
欲
求
と
そ.の
調
達
の
持
續
的
調
和
で̂-

り
、
そ
の
調
和
を
齎
ら
し
得
る
如
•く
絕
え
ず
國
民
經
濟
の
生
產

循
_環
過
程
忆
：均
衡
を
保.た
せ
.る
と
.と
が
必
要
で
，あ
る
か
ら
で
あ
る
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.社
會
的
坐
產
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供
給)

と
國
民
所
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需
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と
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す
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ど
と
で
あ
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。
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定
め
關
係
に
あ
石
場
合
に
の
み
與
へ
ら
れ
.る
。
消
費
財
の
生
產
は
自
ら
^
^
經
濟
の
均
衡
を
齎
ら
じ
得
る
も
办
で
は
な
い
， 

何
と
な
れ
ば
、
沏
費
財
の
生
迤
か
ら
生
じ
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來
る
所
得
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れ
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さ
な
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得
の
1
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に
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か
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ふ
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か
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な
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の
上
こ
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產
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ら
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來
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所
得
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費
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致
す
る
場
合
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ば〜

そ
の
費
用
が
消
費
財
生
產
に
於
け
る
節
約
額
に
.

一

致
す
る
場
合
に
の
み
與
へ
•ら
れ
る
。
そ
れ
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;?:

ぞ
み
場
ん
^

ぼ
消
*
ゆ
當
ぢ
れ
,-
?
>可
き
^
所得が涂りぬ癒

4

消

費

財

：
の

板

質

ぬ

そ

.

0.
葡
路
.を
見
出
し
得
ず
彳
消
費
霞
業
：
 

:
膨̂
»,
,

、_

#^
暴
_

1:
:
^;
« .
產
業
，へ&

反

猪

'-
'
«'
_

ー"

_
銳
化
さ
^
だ
消
費
財
產
—
のー̂

%

.

.

. 

.

>■
.

.

 

- 

V 

- 

.

，

.

.

.

. 

.

. 

- 

.

.

.

.

.

.

^
現
m

l
る
.
Qご
ル
ん
：ー
九
ニ
九
年
の
世
界
恐
慌
’か
ら
兰
三
年
に
‘苴
り
、
世
界
各
國
の
資
本
主
義
に
共
通
す
る
'現
象
で
■あ
り
、
即
：ち
過
一 

度
の
節
約
、
投
資
へ
.の
刺
戟
の
；

i

除
、.
そ
れ
に
.伴
ふ
一
.連
の
經
濟
現
象
‘で
あ
、る
。 

' 

.

■

第
一.

5段
資
が
節
灼
よ
り
も
大
き
い
*
合
で
‘あ
り
、
こ
の
側
面
か
ら
し
て
も
國
民
經
濟
の
均
衡
は
破
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
必
然
的
に

■ 

. 

- 

.
 

.
 

.
 

' 

-

.
■

■
•
 

-
. 

- 

.

. 

■

溫
：ゅ
れ
.て
來
る
璁
象
は
：，痛
費
財
忙
對
す
る
薷
寒
が
規
在
^
於
げ
.る
消
費
財
：.の

.#
給
量
以
上
.に
耷
る
と
右
で
あ 

愚

：&

ず
务
に
從
び
;;
>
务
0
儐
格
：は
騰
貴
龙
'る
.
敗
^
示

む

->
國
家
：が
耷
の
：：價
格
騰
貴
を
抑
制
す
.る
爲
贮
"價
格
：の
へ
霸
を
行
冬
ば
 ̂

U 

ス
^:
，
久
^

^
渴
味
.-:
;
,
:
消
費
規
整
^
消
費
財
«]
#
と
が
-^
要
と
な
.«
0
:
.
、て
.來
る
0 

■
こ
の
.
.ご.と
は
;.
'
*
'
#資
.が
節
亂
よ
り
も
よ
扠
大
で
あ
れ
ば
，
 

ベ

_

错
、ハ：裝
鍊
化
.さ
れ
た
^
に
於
^
.線
は
れ
.て
：來
る
。
：̂

>l
v
銀

！
*̂'
*
保

險

來
.奮

^

|

1

^

^̂:

遙

か

.
に

越'"
>
.
.

增
歡
，
公
債
.增
發
導
^

頭

制

節

約^

よ
：<>
'

て
_

1>
.
投
資
が
賄
は
れ
る
：.な
^

ば
^
^

• 
■
:
■-
:

.

 

.

■■
*
.
,
.
: 

: 

.
'■ 

■ 

.
* 

■ 

■

.

.

.
:
.
.
.

 

■ 

. 

.

パ
'
.
-
■ 

- 

■ 

- 

•

費

：ォ

^

s
gv
d
.
•

騰
貴
一
の
_

カ
が
自
邑
蓮
動
t
蕙
き
起
し
、
.そ
の
結
果
國

家
の
經
濟
統
制
は
.
f
fe

f

題
に
直
面
す
^
に
塞
冬
o
.

.

舭
か
％
現
象
_
過
*
吖
_
由
資
本
參
^
好
贫
氣
局
面
に
も
現
.は
れ
灰
が
、
：特
，に
今
汩
の
統
制
賓
本
主
義
.に
領
著
：な
.暴
货
务
る
。：

.:
'

,k

 
く
P'
如
ぐ
國
民
經
齊
.の
生
產
循
環
が
圓
滑
に
行
は
れ
.る
爲
.に
，ば
、
，節
約
^
投
資
が
均
衡
し
て
：ゐ
な
廿
れ
ば
な
ら
.ぬ

,0
|

の
と
：'4
:
は

.

.

. 

ご
 

T 

C
- 

* 

•

•

藤

消
霞

_

昼

業
と
ゐ
嚴

霖

請

す

る
oへ

)

何
と
鑛

ば

馨

定

規

摸

に

者
_

- 

-
• 

• • 

.
.
.
.
.
.
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國
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調
達
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孩
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驗
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,

,

.
闕
防
絨
濟
俄
.求
士
調
‘速
の
：持
猜
的
.調
和
. 

, 

ニI.I 

,
 

•

(

四
四
六)

一̂

の
翻
約
部
，分
と
一
定
規
摸
に
•於
け
る
屯
靡
財
生
禮
へ
の
，投
資
か
ら
生
ず
.る
所
得
め
内
の
.消
費
.部
分
と
が
均
衡
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か 

,

'

ら
.
.で
灸
る
0、
然
し
匕
の
消
費
財
鹿
業
と
生
產
M

業
と
.の
均
衡
'は
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
.可
變
的
な
均
衡
で
あ
る
。
即
ち 

.

.
•
假
り
に
消
費
財
生
產
'の
規
摸
を
#'
來
よ
&
も
縮
少
し
、
從
つ
，て
，そ
^
か
ら
生
ず
る
所
得
が
減
少
し
た
に
し
て
も
、
そ
の
所
得
の
内
の
節 

:
約
部
分
を
增
加
す
る
と
共
に
ゝ
他
方
生
：

ii

財
生
糜
-へ
•の
投
資
を
從
來
よ
り
も
增
し
、
禅
つ
て
そ
れ
か
.ら
•生
.ず
る
所
得
が
增
加
し
て
も
、

そ
の
^

^
の
內
.の
消
費
部
分
を
減
，小
ノ
す
る
な
ら
.ば
、
兩
齑
業
部
門
の
均
衡
が
維
持
さ
.れ
る
。
，つ
ま
り
兩
部
門
の
钧
衡
を
破
襄
せ
‘中
し
て

.

.•-

.

.

.

. 

-

.

.

.

.

:

•'

...，+
 

.
 

..
 

..へ
 
t 

+
•■*.
.

 
• 

•
• 

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•
. 

. 

.

.

.

.

.

•へ

財
1

を
壓
縮
し
生
產
財
.產
業
を
擴
張
す
名
に
は
、
從
來
以
上
め
1

節
約
を
前
.提
と
す
る
。

.

..
.

，

と
と
各
，で
'完
金
雇
傭
狀
態
の
下
に
於
て
.從
來
以
上
の
消
費
節
約
を
な
.さ
.‘し
，め
る
に
は
、卓
に
價
格
機
權
に
，訴
へ
る
こ
と
は
出
來
を
ハ
o 

懷

袼

に

'よ
る
消
費
節
約
は
、
完
全
雇
^

#

態

の

下

に

，
あ

つ

て

1

、
徒
ら
に
物
«
騰
貴
と
通
.«
#
提
：の
&
無
眼
的
展
«
を
惹
き
#
す 

.
に
•過
^

^
い
.。

-#
.0
'て
價
格
機
耩
を
介
し
間
扱
に
治
費
を
節
約
せ
し
め
る
代
り
忆
.
.國
家
は
直
接
消
費
節
約
を
亂
制
す
る
方
策
を
^
ら

な
.け
れ
！̂

ら
ぬ
？

. 

•

*

*

ブ

.

第
1
.の
：方
策
は
所
..
#
の
內
の
^

^
支
出
部
分
.を
制
限
す
る
.方
法
^
あ
る
0
'
.
そ
<の
方
法
は
切
符
制
の
採
用
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生 

;
M必

繁

_

ず
冬
咖
人
'^
濟
(0
:
消

費

舊

克

ば

；
一
:
^
の

藥

»'
に

制

_

し
：
得

る

：
。
；
即

^'

':

.系
と
！

他
方
規
在
の

-所
得
^
消
費
に
當
^

:6
-

^
る
^

^

^

;限
1>
、
以
つ
て
需
要
を
し
て
減
：少
し̂

消

費

財

の

：
供

铪

に

.適

合

さ

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

'7
: 

.

. 

.
 

.

.
ザ
得
^
の
•ゼ
'
*る
巧
づ
凌
ヶ
切
拖
制
.
の
：
最

も

韋

要

な

役

_

は

；
大

衆

の

持

.
つ
'
傳

買

九

，
の
^

成

：
の
^

右
れ
-

^

銀̂
行
其
他
の
.金

融

機

變

通

似
^
必
要
教
投
資
部
«
杧
.導
入
す
る
に
ぁ
、

.

.

.

..■
•
,;
.

■

'' .

、
:

•

.

.第
ニ
の
方
策
は
.消
費
支
.出
の
源
來
た
る
’所
得
七
の
も
の
.を
制
限
す
レ
方
法
で
ぁ
る
0
.
‘特に
そ
の
所
得
の
‘大
部
分
が
消
費
支
池
に
當
て

肩
栲
舉
岁
と
弗
に
ヴ
殘
業-'
;
>
;
|
^
等
^

凡
：
ゅ

：
る
：
割

管

實

愛

：廢

类

哥

:#
焚

^

^

^

^

ギ

潇

軍

：霍

廣

氣

^
達

'.
:<

各

種

產

業

間
.

:
Q

本
街
觀
故
賃
鱗
'6
0-
:動
き
於
*

^
さ
抵
*
好
れ
«

#
ら
似
。
.'
'

'

;

#

^
ズ
亦
«
都
_
に
；派
漱
取
^

^

す

：る
：
急

激

念

«

賓
^

，へ
,-
''.
'
. 

■ 

_■ 

. 

.-
;

.■

.

:;■
:
'
.
.
.
:

■'
 

-
.ぐ 

'
:
.
. 

'
.
.
- 

V
-
V
'
.
. 

V 

: 

- 

•

 

; 
#

 

き

で

あ

る

。
:■
-
:
パ
，

.

；

.

.

.

.

.

.

.
;

,

.

.

節
約
,

を

^

^
，
_

_

れ

繁

窗

せ

■

獅

■
製

悬

I'
!

、
ニ 

■

 

一

を
簿
出
し
1
以
つ
て
.疋
確
な
原
傯
と
適
芷
利
潤’か
ち
適
亚
.債
格
*
決
定
さ
せ
る
*0
斯
く
す
る
こ
•と
^
ょ
り
特
別
利
潤
の
發
生
を
防
止
ん
、

る
貢
®
傾
向
-を
抑
制
す
る 

o
- 

.

. 

, 
■
-

.
、
，
’
.
'■'
-‘■.
 

•パ

、

« 

' 

.

V.上
第
_

^

^

&

^

^

^

消
寶
支
^-
宏
撕
制
す
る
^

^
で
；*
§
*

%

貪̂
«
の
構
徵
-^
^

1

- ；̂

^
:^
l
::
r

^
;:
^
生
^
必
;»
品

;0
«

|

^

;
,
 

限
に
上
.つ
て
餘
つ
'て
ゐ
る
購
買
カ
'が
他
の
廣
侈
的
支
出
算
向
け
.ら
れ
る
際
ノ
そ
.0
0
購
買
カ
の
ー
部
を
國
庫
に
流
れ
込
ま
す
る
..0
M
に
所 

得
税
.の
增
徵
.に
'ょ
り
、
h企
業
利
潤
'

Q

 I

部
が
’配
當
•次
通
じ
.て
消
費
經
濟
#
流
れ
込
む
際 

> '

そ
の
：、_ー：
部
を
國
絮
の
手
に
收
妗
る
。

し 

斯
v
rc
國
民
胖
得
の
.內
消
費
部
分
を
抑
制
し
.、
领
約
に
'ょ
る
貯
蓄
部
分
の
，增
加
を
圖
る
o'
こ
.の
、
貯

蓄

部

.

分
の
增
加
拉.一

方
に
於
沐
消
”， 

費
財
菝
業
部
門
の
縮
少
を
可
能
な
ら
し
め
，ノ
：從
來
消
費
財
.の
生
產
に
.使
用
さ
れ
ズ
ゐ
た
勞
働
カ
、
自
、然
力
、
生
產
M -
等
の
生
糜
力
素
材 

麵

，

:
:ハ.
'
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國
防
綞
湃
嘥
求W

調
建
.の
持續
的
_
和•
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四

c

网
.四
，八
.

〕

の

~-
南
を
該
產
業
部
門
か
ち
解
放
彳
る.0
他
方
に
於
て
.貯
蓄
部
分
の
墙
加
は
貨
幣
購|貝
カ
た
る
國
民
所
得
の
よ.り
多
ん
の
部
分
を
し
て
、 

國
：̂
ア
至
銀
1^*
等

.5
:
通
じ
て
生
糜
財
糜
業
部|
2ぺ
投
資
さ
れ
る
と
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
こ
の
生
跑
財
糜
業
部
^?
へ

移

轉

し

：た

貨

幣

消
廣
^

^

衡
乂
鄭
■
各
■
疆

_
为
*:
:

_
臌

動

、
着

衝

財

產

の

鑛

張

^:
|1
:

:

%

^

生
產
財
ノ
特
に
機
械
等
が
增
康
さ
れ
-
こ
れ
等
增
產
さ
れ
た
生
產
財
と
勞
働
力
と
が
結
合
す
る
こ
と
に
^
り
、
勞
働
力
が
節
約
さ
れ
る 

と
井
に
f

の
生
產
性
が
.高
め
ら
れ
る
0

.0
ま
り
完
全
鹿
傭
狀
態
に
あ
る
國
民
經
觀
の
塋
生
康
カ
素
材
を
從
來
よ
り
も
.よ
り
多
.く
'生
產
へ 

財
產
業
部£

：

•に
配
置
し
直
す
こ
•
と
，
に

よ

り

、

、
同

‘一

量
の
生
產
カ
素
材
か
ら
よ
り
大
な
る
生
產
カ
そ
生
み
出
し
、
こ
栉
に
よ
^
排
泄
さ
^
 

た
生
龍
力
を
補
充
し
、
國
防
經
濟
欲
求
と
そ
.の
調
達
の
.持
續
的
調
和
を
圖
.る
の
で
あ
る
。
>':
. ; 

•

.
-現
在
我
國
!0
0
生
產
カ
擴
充
政
策
も
ヒ
の
方
向
を
迪
0
て
.ゐ
る
0
.
.
.
そ
.
.の
對
象
と
す
る
'十
五
品
目
の
大
部
分
は
生
.庵
財
で
あ
る
.
0即
ち
、 

(.1)

鐵
鋼
"
鋼
材C

普
通
鋼
'.
特
殊
鋼
及
び
鍛
鑄
鐧)

、
鋼
塊
.
、

銑

鐵

，
、

鐵

鑛

石

、

(

ニ)

石
炭
り(

三)

輕
金
屬=

ア
ル
.
.ミ
二
ゥ
A
、
マ
グ 

-'
:
:
'、_

凄

_

洛
脚
概
鐵
金
.:
*

=

_、_

鈴

ぬ

«
;
響
 

:

自
動
_

發
领
欠
造
：

)

、
'®
油
■

翁
重
油(

人

：
造.

〕
、
：
：
航

空
_
滑
油
4̂

苛
性
ソ
ー
ダ
、
工
業
鹽
■、
.

(

七〕

硫
酸
ア
ン
モ
“ー
ナ
、
-

(

八)
パ
ル
，ブ
J
製
紙
佣
、
人
絹
用
、(

九〕

金
、(

十)

工
作
機
械
、(

十
一
:)

鐵
道
車

.

.猶
 

n

p 

關

卑

つ

：̂

^

、
：
»

軍

：
.

■
P
:

!:
舶

ッ(

-^1,

一

餐

動

靈

A 
;

右
の
如
1

兀

全

雇

傭

狀

態

卞

に

於

，
て

.生
產
カ
.を
擴
充
す
る
に
は
、
消
費
財
糜
業
部
鬥
を
擴
張
し
：な
け
れ
ば
I
.

な
.5
0
然

：
し
と
へ
の
坐 

^
カ
獷
充
政
策
は
更
に
ニ
ー
ら
の
點
^
於
ズ
補
果
各
れ
-^
け
れ
ば
^
ら
ぬ
。：.：.，.：

.？.
 

•

パ

-

:
第
'(

は
產
業
別
重
點
主
義
を
企
業
別
.重
點
着
で
補
足
す
る
^,
と
で
ぁ
％

何
と
允
れ
ば
、
.谫

防

經

濟

下

に

奪

ャ

は

.

.
一
方
に
め 

て
11
大
良
軍
||
§を
通
1̂
國
民
經
濟
<0
總
坐
^'
ヵ
.の
1
部

は

，

斷

に

生

孽

の

.

_

_

_

か

ら

棑

徽

3 '
.れ
る
と
共
に
、
.' 他
方
生
嵛
財
中
、
特 

■に
鐵
鑛
、
甘
炭
、.«.
ヵ
ゾ
機
械
等
め
塞
本
的
玟
も
：の
は
、:.
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